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Bulletin / separate volume
02対話「私が生まれたとき」神戸～25＋1年あと(未来)の記憶～長沢秀之展│戸矢崎満雄
て、さらにその意味を増すこととなった。
　会場のデザイン・クリエイティブセンター神戸 KII＋0ギャラリーCでは、これらのドローイング50
点余と油彩9点を展示した。
　「これは日常から記憶の旅、時間の旅に出ることなのです。できごとは語られることによってできご
とになり記憶になる。人は過去を語るときに今が出るんですね。ですからこれは人知れず死んでいっ
たものに対して「私は今、こうして生きてます」という生存証明の物語なのです」−作者のことば−
　コロナ禍の感染症対策を行う中で、会期の最終日は神戸市の判断で、前日に施設全体が閉館と
決定し、展覧会は１日短い開催となった。関連イベントとしては、初日の展示時間後に展示空間に
て服部正氏（甲南大学教授）と長沢秀之氏のトークを限られた来場者に対して行い、録画を翌日か
ら展示会場でモニターにより上映した。アート・クラフト学科新入生用の「フレッシュマンセミナー」
では、見学の一つとして、教員が引率する複数のグループにて鑑賞した。また、絵画コース３年の
「絵画演習B」の授業として、会期時間外に作家の解説による会場での特別授業を行った。
─
長沢秀之プロフィール：
1947年埼玉県生まれ、武蔵野美術大学卒業。2018年より武蔵野美術大学名誉教授、神戸芸術工科大学アート・
クラフト学科客員教授となる。1980年代後半から「風景─ ○○」と名付けられた一連の絵画を発表。主な展覧会と
して「現代美術への視点─絵画唯一なるもの」東京国立美術館（1995）「呼吸する風景」埼玉県立美術館（1999）
「風景からフウケイへ─長沢秀之展」川越市立美術館（2008）「未来の幽霊─長沢秀之展」武蔵野美術大学美
術館（2017）などがある。
１：アート・クラフト学科生に向けて、特別授業としての作家による作品解説。
２：会場には油画と鉛筆によるドローイングと対話としての文章が展示される。
３：フレッシュマンセミナー（アート・クラフト学科）の見学の一つとなる。
４：歴史的建造物の空間には本学卒業生による特設展示用パネルが設置された。
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